
 

－昭和100年・戦後80年－ 

「終戦前後の東京深川地区の郵便印」 

鎌倉 達敏 (S-31109・神奈川) 
 
 

昭和の中で、終戦前後は物資不足、施設焼失、制度

変更等により、郵便印の様式が大きく変化した時期

です。東京大空襲により、壊滅的な被害を受けた東京

深川地区では、家屋、他の公共施設と同様、郵便施設

も焼失しました。 

東京地区では、唯一深川局は、昭和20年4月廃局と

なり、集配業務は京橋局に移管され、戦後21年6月ま

で再開出来ませんでした。この間の郵便印(櫛型印・

機械印)の変化についてまとめています。 


